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天
界
第
＋
口
難
篁
巻
）
株
曄
辮

二
次
曲
線
の
話
（
下
）

　
　
　
　
　
　
騒
鑛
警
松

　
　
双
　
　
曲
　
　
・
線

既
に
楕
圓
に
關
…
し
て
、

本
敏
三

　
　
　
　
　
　
　
　
可
な
り
精
し
く
御
話
し
た
か
ら
、
此
か
ら
向
ふ
は

　
大
攣
容
易
で
あ
ろ
。
私
に
類
似
の
個
所
の
一
戦
は
下
輩
に
や
つ
㌧
け
ろ
。
説

　
明
及
び
謹
明
の
不
足
に
は
前
の
條
な
参
酌
ゼ
ら
れ
た
い
。

九
、
中
．
心
α
宇
脛
σ
た
る
圓
ご
、
嵐
這
、
及
び
夫
れ
に
垂
直
な

る
直
脛
ε
を
書
く
（
第
四
圖
）
。
圓
上
の
荏
意
の
一
難
ρ
よ
り
、

収
◎
◎
ミ
が
直
角
な
ゐ
如
く
直
線
◎
ミ
を
引
く
、
刀
は
直
脛

臥
堅
の
延
長
上
に
あ
り
。
（
◎
ミ
は
黙
ρ
に
於
け
る
圓
の
接
線

で
あ
る
。
第
一
條
の
作
圖
に
於
で
は
敷
◎
ミ
◎
が
直
角
で
あ

っ
セ
6
）
今
翌
よ
り
鼠
哩
に
垂
直
に
、
』
ミ
．
◎
ミ
痒
－
倍
ロ
高

な
る
如
く
難
P
を
取
る
。
今
C
黙
を
圓
周
上
に
唱
週
り
さ
せ

る
ε
、
P
黙
は
圖
の
如
き
両
外
側
に
灘
曲
し
た
曲
線
を
得
。

　
　
　
　
　
の
　
　
む
　
　

此
の
曲
線
を
双
曲
線
ε
云
ふ
。
双
曲
線
も
亦
前
記
の
二
直
経

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
の
　
　
む
セ

及
び
中
一
6
0
に
噛
し
蜀
禰
で
あ
る
。
次
ぎ
に
直
経
鼠
鰻
に
垂

直
な
る
直
遡
上
に
◎
鳶
H
◎
随
U
“
な
る
長
さ
を
切
る
。
而
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
黙
0
を
双
曲
線
の
劃
一
6
、
誌
渓
を
交
軸
、
馳
電
を
共
転
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

ε
云
ふ
。
叉
オ
．
躍
を
三
三
、
圓
を
補
助
圓
ε
云
ふ
も
前
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
。
若
し
轟
1
1
昏
・
即
ち
比
の
億
が
一
な
る
時
は
等
遽
（
或
は
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
）
双
曲
線
ざ
云
ふ
。

次
ぢ
に
＼
高
口
＋
紮
H
へ
こ
書
く
、
然
る
時
は
6
は
σ
よ
り
大
で

第四圖

あ
る
（
第
二
條
参
照
）
。
今
中
心
。
よ
り
交
軸
上
に



　
　
　
　
　
　
◎
㌣
◎
、
、
u
へ

02　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

2
な
る
如
≦
無
凡
刃
を
凹
く
、
此
二
君
を
焦
黙
ε
云
ふ
。
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
の

　
ぎ
に
ミ
”
魅
ε
書
き
、
此
を
双
曲
線
の
離
心
率
ξ
云
ふ
。
此

｝
　
　
の
際
…
離
一
6
牽
6
は
一
よ
り
大
な
り
。
今
中
一
6
0
よ
り
交
軸
上

　
　
に

◎
b
n
◎
竪
n
鼠
ド

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

な
る
如
き
二
黙
∂
∬
に
於
て
垂
線
を
引
く
、
之
師
ち
準
線
な

り
。
6
は
一
よ
り
大
な
る
故
刀
は
0
ε
オ
ε
の
中
間
に
來

る
、
〃
亦
同
じ
。
次
ざ
に
双
曲
線
上
の
任
意
の
一
黙
ア
よ
り
、

準
線
に
垂
線
鵠
を
下
し
、
其
れ
ざ
焦
黙
へ
の
距
離
篭
ε
の

比
を
求
め
る
ε
、
前
ε
同
様
に
、

　
　
　
　
賠
◎
ミ
ー
1
　
　
聖
『
、
・
◎
ミ
t
良

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
鴇

　
　
・
。
電
　
垂
・
譜
“
、
…
i
悟
〉
ト

　
　
む
　
　
の
　
　
む
　
　
り
　
む
　
　
の
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　

即
ち
定
黙
ε
定
直
線
へ
至
る
距
離
の
比
が
一
定
に
し
て
、
其

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
ゆ
　
　
む
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
り
　
　
の
　
　
　
　
む
　
　
　

値
が
一
よ
り
大
な
る
が
如
き
黙
の
軌
跡
は
双
曲
線
な
り
。
定

黙
は
焦
黙
、
定
直
線
は
準
線
起
し
て
、
比
は
離
心
牽
に
相
出

す
。
扱
て
前
節
に
於
て

　
　
　
　
聖
p
“
、
9
0
ミ
ー
亀

を
知
れ
り
、
之
ε
同
様
に
し
て

　
　
　
　
竈
、
U
鴨
・
◎
ミ
十
＆
　
　
。
　
贈
、
－
嶺
日
』
轟
・

　
　
●
○
○
●
。
●
●
●
●
●
．
伊
●
●
●
●
●
●
●
「
○
●
●

即
ち
二
定
窯
に
至
る
距
離
め
差
が
一
定
な
る
が
如
き
黙
の
軌

第五沁

む
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　

跡
は
双
曲
線
な
り
。
定
黙
は
焦
心
、
距
離
の
差
は
回
生
の
長

さ
に
相
當
す
。
（
第
三
條
参
照
）
っ
此
の
定
理
に
依
っ
て
、
機
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械
的
に
容
易
に
双
曲
線
を
書
く
事
を
得
。

四
〇
、
第
五
圓
は
第
二
圖
ε
全
く
同
様
な
る
考
へ
よ
り
書
れ

て
あ
る
。
同
圖
左
は
軸
袖
が
懸
、
ミ
の
郷
角
の
二
等
分
線
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
む

る
事
を
示
し
、
同
圖
右
は
霜
が
鳶
に
垂
直
に
し
て
焦
黙

む
　
む
　
　
　
む
　
り
　
り
　
む
　
り
　
　
ゆ
　
の
　
　
　
む
　
む
　
む
　
の
　
の
　
り
　
む
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　

を
通
る
弦
詑
、
の
両
端
に
於
け
る
接
線
の
交
黙
β
の
軌
跡
は

む
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
ロ

準
線
な
る
こ
ど
を
示
す
。
（
第
四
條
参
照
）
謹
明
は
同
様
に
つ

き
暮
す
。
第
六
條
も
亦
容
易
に
謹
明
出
來
る
。
即
ち
一
黙
P

に
於
け
る
双
曲
線
へ
の
注
線
毫
は
遷
を
直
脛
ε
す
る
圓

の
接
線
で
且
つ

　
　
　
　
竃
・
〉
雨
、
目
蛸
・
譜
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
の
　
　
り
　
　
り

ざ
な
る
、
故
に
毫
は
叡
鶏
、
の
郷
角
の
二
等
分
線
で
あ

ゲ
即
ち
焦
黙
よ
り
出
π
光
線
は
双
曲
線
に
反
射
し
て
・
反

射
光
線
の
延
長
が
他
の
焦
黙
を
通
る
様
に
進
む
（
第
五
、
六
條

参
照
）閣

閣
、
頂
黙
浸
に
於
て
交
軸
に
垂
線
を
引
き
、
其
上
に

　
　
　
　
嵐
託
“
嵐
肉
、
口
昏

な
る
黙
を
取
り
、
其
等
の
黙
ε
中
心
を
通
る
二
直
線
を
講
く

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ

（
第
六
圖
）
。
此
を
漸
近
線
ξ
云
ふ
。
（
梼
圓
に
こ
ん
な
直
線
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

な
い
）
弦
ミ
、
を
延
長
し
て
漸
近
線
ξ
μ
，
汐
で
交
ら
せ
る
。

然
る
時
は

∵

、
ミ
i
受
身
f
昏
．
一
亀
囑

◎
ミ
　
　
O
詠
　
　
　
＆
　
　
偽
旨
駄

建
　
　
ミ

偽
ミ
　
　
◎
ミ

彦〃

β

軋
　
、
！
＼／／ ρ

／
一ナ一一 ノ

々）＼　　＼　　　＼

M／＼
A 戸 廻

・＼＼ノ 尺’

ρ’

｝
ノン

第山ノ、
圖

明
に
◎
ミ
団
U
◎
竜
1
◎
蟻
H
◎
藁
－
馳
箆
な
る
、
上
の
鑑
例
式
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L
よ
リ

　
　
　
　
ミ
・
巡
・
、
（
　
　
　
曳
N
I
◎
誌
）

故
に
初
め
の
比
例
式
を
用
ひ
て
上
式
よ
り

　
　
　
　
も
ミ
・
ー
ミ
・
一
1
㍉
隠
ド
㍉
昏
。
。
愚
・

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
◎
ミ
凶
　
　
　
曳

　
　
顧
。
．
　
昏
団
口
（
、
ミ
ド
建
）
（
、
ミ
＋
聖
、
）
“
恕
・
§
、

何
ん
ξ
な
れ
ば
圏
は
多
軸
の
庫
線
に
關
し
勤
禰
な
る
故
、
態

H
、
蔑
ε
な
・
る
か
ら
で
あ
る
。
∂
’
は
一
定
で
あ
っ
て
、
然
も

P
が
遠
方
へ
行
く
ど
、
恕
、
は
限
り
な
く
大
に
な
る
。
故
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

曇
は
無
限
に
小
に
な
る
Q
即
ち
漸
近
線
は
無
限
に
双
曲
線

む
　
　
　
む
　
　
　
む

に
接
近
す
る
。
漸
近
線
の
名
禰
ほ
適
當
だ
。
（
漸
近
線
ε
準
線

ε
は
補
助
圓
上
で
交
る
こ
ε
は
、
容
易
に
謹
明
出
來
る
、
夫
れ

よ
り
其
交
黙
を
焦
黙
に
結
ん
で
直
線
に
漸
近
線
は
垂
直
な
る

こ
ε
が
謹
明
出
き
る
。
故
に
第
十
條
よ
り
漸
近
線
は
双
曲
線

の
無
限
の
遽
方
の
黙
に
於
け
る
接
線
で
あ
る
事
が
わ
か
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
む

幽
二
、
双
曲
線
に
於
て
も
、
精
圓
の
時
の
様
に
、
共
範
経
が

あ
る
。
併
し
今
回
は
影
に
依
っ
て
兵
性
質
を
謹
明
す
る
の
で

な
い
。
其
代
り
に
楕
圓
に
な
い
漸
近
線
ε
云
ふ
も
の
が
あ

る
、
此
の
直
線
を
使
う
の
で
あ
る
。
直
明
の
方
法
は
違
う
が
、

其
の
性
質
は
全
く
，
同
一
で
あ
る
。
帥
ち
並
行
弦
の
中
…
黙
の
軌

跡
が
一
つ
の
共
椀
脛
で
あ
る
。
爾
ほ
一
方
の
共
駆
脛
は
其
等

の
並
行
弦
に
並
行
に
、
中
心
を
通
っ
て
引
い
π
線
分
で
あ

る
。
此
の
直
線
は
、
一
巡
の
聴
ε
蓮
っ
て
、
も
早
や
双
曲
線

諺隻労
ノ

’
二
Y

㌧L一＿メ

ヌ：1

、
γ

第七圖

に
交
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
此
の
双
曲
線
の
交
軸
を
長
男
軸
こ

し
、
共
嘉
賓
を
交
軸
ε
す
る
第
二
の
双
曲
線
を
考
へ
る
ε
、
共

範
纒
の
一
方
は
其
双
曲
線
ε
交
る
様
に
な
る
。
此
の
第
二
の
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む
　
の

双
曲
線
を
早
緒
双
曲
線
ε
云
ふ
。
此
等
の
事
柄
は
、
も
う
之

以
上
讃
明
せ
す
に
唯
圖
だ
け
を
書
い
て
お
！
＼
第
七
圖
が
即

ち
其
れ
で
あ
る
．
本
圖
の
上
下
に
書
い
て
あ
る
の
が
共
範
双

曲
線
で
あ
る
。
椿
…
圓
の
時
蓬
同
様
に
、
交
軸
ε
共
二
軸
ε
は

互
に
直
角
を
な
す
唯
一
の
共
範
経
で
あ
る
。

　
　
　
　
拠
　
　
物
　
　
線

＝
昌
、
楕
圓
を
冗
義
す
る
に
、
第
一
圖
に
於
て
、
収
象
鳶
を

直
角
に
取
っ
だ
。
双
曲
線
を
定
義
す
る
に
、
第
四
圖
に
於
て
、

叡
◎
◎
ミ
を
直
角
に
取
っ
た
。
今
回
の
二
三
を
同
時
に
直
角
に

す
る
爲
め
に
は
、
補
助
圓
の
中
心
0
を
無
限
の
三
方
に
や
つ

て
、
從
っ
て
Q
蚕
O
◎
を
並
行
に
せ
ば
宜
し
い
。
其
聴
補
助

圓
は
直
線
に
成
っ
て
し
ま
う
。
敷
式
に
於
て
は
補
助
圓
の
宇

繧
σ
を
無
限
大
に
す
る
事
蓬
同
一
で
あ
る
。
三
際
椿
圓
が
ご

る
な
る
か
を
考
へ
る
。
忽
は
長
軸
の
値
で
あ
る
か
ら
、
長
軸

を
無
限
大
に
せ
ね
ば
ら
ら
ぬ
。
一
っ
て
短
軸
の
長
さ
も
攣
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

を
う
け
る
。
焦
黙
を
通
っ
て
長
軸
に
直
角
な
弦
を
通
号
ε
云

ふ
。
群
長
さ
は
架
二
十
轟
）
で
あ
る
。
其
れ
を
求
む
る
厚
め
に

第
一
圖
に
重
て
刀
が
弄
に
合
し
π
ε
考
へ
る
。
然
る
』
贈
が

通
経
で
あ
る
。
第
二
條
に
依
り

索
翼
魯
◎
｝
二
腎
幽
鵠
－
§
も
、

此
等
の
關
係
か
ら
容
易
に
出
る
。
〔
双
曲
線
の
時
も
通
脛
は
同

様
で
あ
る
）
、
で
今
昏
、
十
匙
U
N
ミ
さ
お
き
、
両
方
の
軸
は
無
限

大
に
す
る
が
、
通
経
從
っ
て
㌶
は
攣
化
さ
せ
な
い
も
の
ご
す

る
。
撫
で
σ
を
無
限
大
に
す
る
時
6
、
を
σ
で
除
し
π
も
の
は

一
一
で
あ
る
（
㌶
）
、
馨
で
な
一
し
て
∂
を
毛
除
し
た
も

の
は
零
に
な
る
で
し
ょ
う
。
一
方
に
減
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
降

題
目
◎
b
一
◎
、
H
ト
ー
㍗
＆
．
人
隣
ぱ
四
r
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
§
、
も
．
5
六
泰
）
．

ε
書
く
事
が
出
回
る
。
σ
を
無
限
に
す
る
ε
、
分
子
は
吻
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

母
は
一
に
な
る
、
故
に
導
U
N
ミ
こ
な
る
。
三
三
3
6
牽

　　

@
　
・
k
略
緊
芝
新
劇
）
剛
，

ε
書
く
事
が
出
早
る
か
ら
、
σ
を
無
限
大
こ
す
る
ご
、
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の
　
む

は
一
に
な
る
。
故
に
置
口
々
の
目
的
に
適
す
る
曲
線
上
に
任
意
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の
　
り
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

の
黙
よ
い
、
焦
黙
及
び
準
線
に
至
る
距
離
の
比
が
．
↓
ご
云
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
に
な
る
。
其
ん
な
曲
線
を
忌
物
線
ε
云
ふ
。
以
上
の
結
果

は
楕
圓
の
代
り
に
双
曲
線
を
以
て
し
て
も
容
易
に
導
く
こ
ξ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
る
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
ゆ

が
出
來
る
。
即
ち
拠
物
線
は
楕
圓
や
双
曲
線
の
通
輕
を
攣
へ

の
　
　
　
む
　
の
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
の
　
り
　
の
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
の

る
こ
ε
な
く
其
軸
の
長
さ
を
無
限
大
に
し
た
極
限
圖
形
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
の
　
　
ゆ
　
む
　
　
き
　
む
　
　
の
　
　
　
　
　
む
　
　
の
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
り

る
。
焦
黙
及
び
準
線
に
至
る
距
離
の
比
が
一
よ
り
小
な
ら
ば

○
σ
　
　
　
o
　
●
　
o
　
㊦
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
●
　
O
、
◎
　
　
●
　
●
　
O
　
●
　
●
　
●

楕
圓
、
一
よ
り
大
よ
り
大
な
ら
ば
双
曲
線
、
一
に
等
し
き
特

　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　

は
鋤
…
物
線
で
あ
る
。

一
四
、
更
に
進
ん
で
〔
第
、
一
圖
）
頂
黙
躍
は
曲
線
上
の
一
黙
な

る
故
鼠
、
嵐
b
n
、
・
然
る
に
撚
…
物
線
に
於
て
は
6
が
一
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
、
頂
黙
オ
は
恵
の
中
黙
に
位
す
る
（
第
八
圖
）
帥
ち

鼠
弄
」
も
目
ミ
。
通
経
の
畏
さ
は
μ
ご
な
る
。
頂
黙
オ
ε
焦
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

ε
を
連
結
す
る
直
線
を
軸
ε
云
ふ
。
次
ぎ
に
、
拗
物
線
上
の

任
意
の
一
．
黙
ア
に
於
け
る
接
線
が
準
線
ξ
∬
で
交
る
ご
、
零

は
贈
．
に
垂
直
で
、
法
線
箋
は
奉
に
外
接
す
る
圓
に

接
線
で
あ
り
且
つ
弦
，
聖
脳
、
、
の
両
端
起
於
け
る
接
線
の
交
黙

刀
が
准
㍗
線
上
に
あ
る
等
の
性
質
は
椿
…
圓
や
双
曲
線
の
時
ε
同

様
に
謹
明
で
き
る
。
亦
焦
寒
F
か
ら
出
た
光
線
は
等
軸
に
並

行
に
行
く
こ
ε
も
わ
か
る
。
（
も
う
一
つ
の
焦
黙
が
軸
上
無
限

の
遠
方
に
あ
る
か
ら
、
光
線
が
其
黙
に
行
く
に
は
軸
に
李
行

P／　　　　》

l
i
I1
4
1

F 餌　　　　N

1　ノ
l　　p

`
11

八第圖

仔
β

，
6

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
も
見
ら
る
）
。
楕
圓
や
双
曲
線
が
樋
物

線
に
な
る
聴
中
一
6
は
軸
上
無
限
の
蓮
方
に
行
く
か
ら
、
並
行

弦
の
中
黙
の
軌
跡
郎
ち
経
は
、
其
黙
を
通
る
可
く
軸
に
並
行

で
あ
る
。
（
嚴
霜
な
町
明
を
興
へ
る
に
は
刀
が
．
自
、
の
中
…
黙
で
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あ
る
こ
ε
か
ら
進
む
の
で
あ
る
）
。
勉
物
線
の
話
は
是
で
や
め

る
Q

　
解
析
幾
何
學
に
依
れ
ば
以
上
見
る
檬
な
曲
線
間
の
差
別
が

一
層
う
す
ら
ぐ
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
曲
線
の
牲
質
を
他
の

曲
線
に
宛
て
は
め
る
事
は
大
攣
容
易
に
な
る
の
で
あ
る
。

繭
五
、
結
論
ε
し
て
街
ほ
少
し
く
御
話
す
る
。
楕
圓
（
第
一

圖
）
に
於
て
◎
隷
『
き
』
ミ
隅
逼
ε
書
く
ご

　
　
　
　
酔
一
小
漣
・
羅
・
真

よ
り

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
蝋
＋
牽
』
　
　
　
…
…
（
・
）

な
る
關
係
を
得
。
此
結
果
は
双
曲
線
の
時
は
（
◎
ミ
『
き
』
ミ

哩
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
っ

　
　
　
　
諦
－
“
…
N
　
　
．
．
…
（
㍉
）

ε
な
る
。
更
に
較
物
線
に
於
て
迅
轟
き
窟
ε
か
く
ε

　
　
　
箋
凶
目
撃
嚢
　
　
　
　
　
、
　
…
・
¢
）

な
る
關
係
を
得
る
。
如
何
ε
な
れ
ば

　
　
垂
『
詣
“
b
膏
b
鼠
十
砥
腎
ミ
十
き

　
　
藍
碧
“
毫
1
㌔
ミ
悼
H
（
ミ
十
逡
）
悼
1
（
疑
一
こ
憶
日
恥
ミ
疑
1
1
疑
悼

扱
て
…
黙
0
よ
り
（
二
物
線
の
時
は
威
）
右
に
／
尺
、
其
れ
よ
り

上
に
ノ
尺
行
け
ば
黙
ア
が
確
定
す
る
。
帥
ち
黙
は
（
鹸
険
）
の
一

封
の
敷
値
を
以
て
表
す
事
が
出
來
る
。
然
る
に
楕
圓
上
の
黙

に
野
す
る
（
映
喚
）
は
ω
式
を
満
足
す
る
。
郎
ち
ω
式
を
満
足
す

る
総
て
の
（
鹸
曳
）
を
難
ε
し
て
転
け
ば
振
出
が
出
來
る
の
で

あ
る
。
依
っ
て
式
ω
を
楕
圓
の
方
程
式
ε
云
ふ
。
同
様
に
ω

は
双
曲
線
、
ω
は
勉
物
新
の
方
程
式
で
あ
る
。
斯
の
考
へ
を

振
張
せ
ば
、
曲
線
の
議
論
を
代
此
式
で
印
す
こ
ε
が
出
來

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
む
　
　
　
の

る
。
之
の
方
法
に
依
る
幾
何
學
を
解
析
幾
何
學
ε
云
ふ
。
誠

に
有
力
な
敷
學
で
あ
る
こ
ε
は
盲
を
侯
た
ぬ
。
解
析
幾
何
學

に
依
る
ε
、
一
般
な
る
二
次
方
程
式

　
　
　
　
鼠
蕊
N
§
＋
歯
㌔
㎏
窮
鹸
＋
ミ
ぜ
＋
㌧
u
◎

は
楕
圓
か
双
曲
線
か
彫
物
線
か
の
何
れ
か
で
あ
る
こ
蓬
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
つ
　
む
　
　

わ
か
る
。
そ
れ
で
此
の
三
つ
の
曲
線
を
二
次
曲
線
ε
呼
ぶ
の
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で
あ
る
。
例
へ
ば
金
星
の
軌
道
は
先
づ
稽
圓
で
あ
る
か
ら
上

の
如
き
式
で
あ
π
へ
ら
れ
る
。
其
精
し
い
形
を
知
ろ
う
ε
思

へ
ば
此
の
方
程
式
の
五
個
の
係
敷
を
確
定
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

其
の
爲
に
は
（
電
）
に
五
組
の
値
を
坂
ら
せ
て
五
つ
の
聯
立

方
程
式
を
立
て
だ
ら
よ
い
。
（
ど
＼
）
に
五
組
の
櫨
を
取
ら
せ
る

ど
は
、
遊
星
の
五
つ
の
異
つ
だ
位
置
を
知
る
事
で
あ
る
。
其

れ
に
依
っ
て
軌
道
が
隠
る
の
で
あ
る
。
樋
物
線
の
時
に
は
謙

る
條
件
の
爲
め
に
四
個
の
黙
を
知
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
　
（
＋
年
七
月
）

　
　
　
　
　
　
　
」
J
L
「
F
弓
［
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ζ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ

　
　
　
行
水
の
後
に

　
妙
り
つ
け
る
様
な
ひ
る
ま
の
苦
熱
を
、
行
水
に
洗
ひ
落
し

て
人
は
皆
、
樂
し
い
夕
涼
み
に
二
念
も
C
ざ
い
ま
せ
ん
。
十

二
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
涼
し
い
光
を
な
げ
つ
け
て
居
り
ま

す
。　

や
う
や
く
怠
つ
だ
病
の
身
を
東
の
窓
近
く
よ
こ
た
え
て
、

私
は
な
く
な
つ
だ
子
供
の
事
等
を
思
ひ
つ
玉
ぼ
ん
や
り
ビ
室

を
眺
め
て
居
り
ま
し
π
。

　
つ
ξ
、
目
を
か
す
め
て
森
の
木
の
す
ぐ
上
の
ε
こ
ろ
を
、

青
白
い
球
が
尾
を
引
い
て
北
か
ら
南
に
飛
び
ま
し
た
。
人

魂
2

　
然
し
そ
れ
は
珍
ら
し
く
大
き
な
流
星
で
じ
ざ
い
ま
し
た
。

聴
は
八
月
十
一
日
午
後
十
時
二
十
分
場
所
は
ペ
ガ
ス
ス
ε
白

鳥
座
の
中
ほ
ご
か
ら
鷲
座
の
方
向
へ
一

　
尾
は
五
秒
位
で
消
え
ま
し
た
。

　
⊥
ハ
七
歳
の
頃
田
舎
家
の
廣
い
庭
へ
大
き
な
涼
み
毫
を
持
ち

出
し
て
、
租
父
母
や
四
達
ε
、
天
火
を
み
だ
私
を
な
つ
か
し

く
し
の
び
ま
し
た
。

　
天
火
ε
は
天
に
す
む
人
が
、
大
き
な
吊
り
ラ
ン
プ
を
さ
げ

て
通
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
人
は
雷
さ
ん
の
様
で
も
あ
り
、

も
う
少
し
地
上
の
子
供
に
ε
つ
て
は
お
ち
さ
ん
位
の
し
π
し

み
の
あ
る
入
の
様
に
も
思
っ
て
居
り
ま
し
た
。
（
英
子
）


